
    
 

 

 

 

 

    

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出荷 枝肉 ロース 皮下 歩留 BMS オレイン

月齢 重量 芯面積 脂肪厚 基準値 No. 酸

去勢 8 29.3 561 64.9 9.7 3.2 74.4 10.3 56.2 62.3

雌 6 28.9 470 62.0 8.6 3.8 73.5 10.5 54.9 61.1

平均 14 29.1 522 63.6 9.2 3.5 74.0 10.4 55.6 61.8

去勢 13 28.3 537 71.5 8.8 3.2 75.0 10.6 57.0 62.9
雌 3 29.1 511 64.7 8.6 3.6 74.0 9.3 56.8 63.7

平均 16 28.5 532 70.3 8.8 3.3 74.8 10.4 56.9 63.0

去勢 9 28.7 522 54.4 8.9 3.1 73.2 6.0 57.1 63.2
雌 2 29.1 397 49.0 7.0 2.8 73.0 6.5 60.3 66.3

平均 11 28.8 499 53.5 8.6 3.0 73.1 6.1 57.7 63.8

頭数 バラ厚

福太郎３

菊美翔平

MUFA

藤八雲
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令和４年度に現場後代検定を開始した「福太郎３」「菊美翔平」「藤八雲」の去勢の

成績が出揃いました。 

枝肉成績において優れた項目は以下になります。 

検定牛 優れた産肉形質（県歴代順位※） 

福太郎３ 枝肉重量(№１)、バラの厚さ(№１)、BMS№(№２) 

菊美翔平 ロース芯面積(№１)、BMS№(№１)、MUFA（№３） 

藤 八 雲 MUFA（№２） 

※ （ ）は基幹種雄牛に福太郎３・菊美翔平・藤八雲を含めた順位 

 また、去勢の枝肉において、「福太郎３」「菊美翔平」は小ザシ傾向、「藤八雲」はバ

ラの中央の筋肉（腹鋸筋）の厚さに優れていました。また、「藤八雲」は産子の体型に

おいて斉一性の高さにも優れていました。 

 １月に出荷された調査牛の枝肉の成績を、右頁で掲載しています。なお、「福太郎

３」「菊美翔平」の雌は、一般出荷でも№12が出ており、それらも含めるとそれぞれ

平均BMS№10.6(９頭)、10.2(５頭)となっています。 

★ 現場後代検定成績（R6.1.31 時点） 

※ オレイン酸・MUFA は福太郎３が去勢７頭・雌６頭、菊美翔平が去勢11頭・雌２頭、藤八雲が去勢８頭・雌２頭の成績 



調査牛(1/24 格付) 雌 × ×

枝重：572kg ﾛｰｽ：77cm2 バラ厚 9.7cm 歩留 75.1 BMS№12

一般出荷(1/31 格付) 雌 × ×

枝重：481kg ﾛｰｽ：69cm2 バラ厚 10.3cm 歩留 74.8 BMS№12

調査牛(1/31 格付) 去勢 × ×

枝重：562kg ﾛｰｽ：63cm2 バラ厚 10.0cm 歩留 74.1 BMS№10



 

性別 父 母の父 
生後 

月齢 

枝肉重量 

(kg) 

ロース芯

面積 (cm2)

バラ厚 

(cm) 

皮下脂肪

厚(cm) 

歩留 

基準 

BMS 

NO. 
格付 備考 

去勢 

菊勝久 諒太郎 30.2 557 83 9.3 2.8 77.0 １２ A５ ① 

花金幸 安福久 34.3 592 93 10.3 2.2 79.0 １２ A５ ② 

花金幸 百合勝安 28.5 570 76 9.2 2.8 75.8 ９ A５ 

福太郎３ 隆之国 29.6 640 70 10.1 3.8 73.8 ９ A５ 

菊安舞鶴 百合茂 30.6 519 78 8.5 2.6 76.4 ８ A５ 

安久勝晃 雪乃花 30.1 515 63 8.7 3.1 74.2 ５ A４ 

去勢(48 頭）平均 30.3 575 87 9.3 2.3 77.7 上物率 

98.4％ 雌 (18 頭）平均 30.8 458 69 8.0 2.9 75.5 

第 34 回いわて牛枝肉共励会 東京食肉市場㈱ 

Ｒ６.１.23 

※ 写真は全農いわて提供

② 

①



和牛子牛市場の初市式に先立ち、基幹種雄牛「美津貴」号を生産した奥州

市江刺の佐藤洋貴さんに、菊池哲
あきら

岩手県副知事から「県有種雄牛造成功労

賞」が授与されました。 

この賞は、本県の種雄牛造成において多大な功績があった者の功績を称え

ることにより、地域の改良意欲の向上を図り、もって、本県の肉用牛改良推

進に寄与することを目的としており、次の対象要件のうち、いずれかを満た

す個人及び団体に知事が授与するものです。  

⑴ 現場後代検定を終了し選抜された種雄牛の生産者、当該種雄牛が

受精卵産子の場合にあっては、供卵牛所有者であること。

⑵ 全国規模の家畜又は枝肉の共進会等に県有種雄牛産子を出品し、

優秀な成績を収めた者であること。

⑶ その他農林水産部長が必要と認めるもの。

皆様のご協力により、期待の種雄牛が続々と誕生しております。

今後とも岩手県有種雄牛をご利用くださいますようお願い致します。

県有種雄牛造成功労賞が授与されました！ 

～種山の情報誌・ＳＮＳはこちらのＱＲコードからチェック～ 

← 【たねやま種雄牛だより】【子牛市場成績】のバックナンバー 
Facebook アカウント“いわて畜産振興ネット” →

前列左から、菊池副知事、佐藤洋貴さん 

【R06.01.10 県南市場１日目】 

「美津貴」号 

【美津照重×百合茂×安平×福桜(宮崎)×上福】 


